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リチャード・オーヴァリー 

『ヨーロッパ空爆戦争史 1939－1945 年』 
原題：The Bombing War: Europe, 1939-1945, Penguin 2014. 

 

第 26 回空襲オンライン学習会(2023 年 10 月 14 日) 

報告：柳原伸洋（東京女子大学） 

 

まえがき 

・本書のプロジェクト：10 人以上の研究者の協力で：ロシア語、ブルガリア語の資料なども読解 

・ヨーロッパ戦線の空爆死者：60 万人 

・ヨーロッパ空爆史の特徴＝①空爆の戦略的効果 ②空爆の倫理性 

 →対独・対英空爆に集中、倫理と戦略効果との結合は歴史像から遠ざかる 

・本書＝A：ヨーロッパの「完全な」空爆像の提供 

B：戦略全体像と空爆との相関 

C：空爆遂行側と被害側の両方を記述 

 

序文：ブルガリア空爆 

・1912年、バルカン戦争時の空爆：垂直安定板と起爆装置の発明→WWIでも使用 

・ブルガリアの発明した爆弾→1943年11月のソフィア空爆でも利用 

・1943年・44年のブルガリア＝ナチ・ドイツの圧力とソ連の進軍の脅威 

→連合軍の懸念材料に＝ブルガリアの早期離脱を狙う爆撃 

・英チャーチル＝ソ連の支持を得てブルガリア爆撃を実行 

経験によれば、敵対分子がいる国の空爆効果は、敵対分子を団結させることでなく、むしろ反戦政

党の怒りを煽ることである。 

 

・1944年1月：141機による爆撃（死者750人）→住民パニック、30万人が首都離脱→停戦交渉 

・ブルガリア空爆の歴史評価 

 →親ドイツ・コンセンサスの除去に貢献、ブルガリア国内の分断、反戦派の伸張 

 →政権交代→ソヴィエトの影響→共産党政府の成立 

 

・「戦略爆撃」の定義の曖昧さ→他の戦線（ノルマンディー上陸）などを補助する役割 

・敵軍への直接攻撃＝戦術 

・敵国内の経済消耗＝戦略  

→戦線を成立させる都市経済への攻撃？ 

→独仏：地上戦闘に直接関係のない遠方の都市部目標への長距離攻撃＝戦略資源の浪費 

・ブルガリア空爆の事例＝空爆の「政治的効果」→従来の研究で軽視 
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・イギリスによるドイツ空爆＝島国イギリスにとっての唯一の対抗手段→政治的効果 

 

・空爆の評価：政治的・心理的帰結についての政治家や民衆の過度の期待 

軍事・経済的観点から見た空爆の実質的価値との間の緊張関係 

→空爆作戦をエスカレートさせていく要因 

 

・英独：「士気」が崩壊しなかったのか 

・以下の問題に複合的に取り組む必要 

＝地域的差異、空爆経験の程度、既存の政府・地方行政、地域社会に特有な構造、宣伝の文化的影

響によって定義される社会的団結。 

 

・空爆記述＝軍事的実体のみならず心理的・社会的・文化的反応＝「上」だけでなく「下」も 

・1940～45年の総力戦＝大損害の正当化理由の探求＝本書の目標 

 

第1章 1940年以前の空爆：想像と現実 

・想像の中の「空襲」 

例）英小説家H・G・ウェルズ『空の戦争』（1908） 

『解放された世界』（1913年）：原爆の予言 

・WWI：ドイツによるツェッペリン爆撃 

→イギリス＝死者1239人（366人の女性と252人の子ども） 

 →都市空爆と防空＝「戦略爆撃」の原型の創出 

・トレンチャードとドゥーエの理論＝過度に想像的・非科学的で異端視 

→民間人の死や都市の破壊という恐怖→数々のSF小説に影響 

・国際条約の試み 

・「ハーグ空戦規則」（1922―23）→各国批准せず。逆に戦争行為の定義と民間人殺害の根拠に 

＝「地上軍の作戦行動が行われている直近の場所」にある目標の空爆→軍事目標が居住地に近く

ても爆撃可能  

・1936年、ヒトラーの「平和プラン」＝「ジュネーヴ条約の非戦闘員・負傷者の人道的な保護」を航

空戦にも拡大→1936年のラインラント進駐直後であり、無視 

・1938年：国連総会：1923年の条項を再決議 

→民衆不安を和らげることはできなかった＝平和と安全保障に関する国民投票→軍用機廃止に900万票 

→不安を象徴（背景に日本の空爆、エチオピア戦争、ゲルニカ空爆など） 

 

・各国政府の防空準備→資金不足で不十分 

・各国の航空兵器：最新兵器の維持の困難さ、予算との兼ね合い→戦場での地上軍支援兵器が中心に 

・イギリス：植民地での空中警邏（低空飛行）→ドイツへの空爆に応用可能＝見積もりの甘さ 

 

第１部 ドイツによる空爆 
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第２章 最初の戦略爆撃、1940年9月から1941年6月まで 

 

●ワルシャワからパリへ 

・ドイツの空戦→地上戦とリンクした戦術的なもの 

 ポーランド空爆→初期にポーランド空軍の無力化、その後、地上軍支援に 

・1939年9月、ワルシャワ都市空爆：632トンの爆撃＝都市防衛する軍隊の降伏を加速させるため 

 →攻撃を受けた側は「無差別爆撃」の印象を持つ 

 →空爆の被害よりも砲撃被害が大きい 

・ワルシャワ空爆の「神話化」→ドイツ空軍の功績として自らの宣伝を行う 

・1940年5月、ロッテルダム爆撃（命令中止の見落とし）：多数の民間人死者（850人） 

＝火災によるもの＋オランダ軍の「無防備都市」宣言・降伏宣言の遅れ 

・1940年6月、パリ：「無防備都市宣言」により降伏 

 

●「英国問題」 

・1939年9月～1940年6月のドイツ軍：空軍と陸軍との協働成果 

・英国攻撃の可能性：①戦争終結交渉、②上陸作戦による強制的講和、③海上封鎖 

 →三つとも中途半端に終わる 

・攪乱爆撃の開始と夜間爆撃（訓練的な意味合いも） 

 

ゲーリングの作戦任務・目標の提示 

(1) 空域の優位のための戦闘、すなわち敵空軍の撃滅とその戦力の出所、特にエンジン産業を壊滅させること。 

(2) 以下を通じて、陸軍の渡峡と落下傘部隊作戦を掩護すること。 

A) 敵艦隊に対する戦闘 

B) 攻撃してくる敵空軍との戦闘 

C) 陸軍の直接支援 

港湾施設の麻痺を通じてイングランドを弱体化させること。備蓄を破壊し、輸入を妨害すること 

→ポーランド、ロッテルダムの空軍利用を踏襲 

 

●「イングランド攻撃」 

→機体の老朽化、新機体の爆弾搭載量と飛行距離とのちぐはぐさ 

→電子航法（クニッケバイン式）の恩恵→同時に英国レーダー網への軽視 

・イギリス側の防空体制の不十分さ 

・イギリス上空の天候状況の悪さ→大規模爆撃作戦の延期と誤情報による独軍の損失 

・イギリス側のドイツ空爆、ベルリン空爆→ドイツ側の英国観（冷血）→報復爆撃の進展 

・1940年9月のロンドン空爆：燃焼弾を大量に使用→火災が生じる 

 →上陸作戦への躊躇：空爆でイギリスが和平交渉の席につく可能性 

・ドイツ側のイギリス空軍力の把握の誤り＋ドイツ空軍のパイロット充足率の低さ（74％） 
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●最初の戦略的な攻勢 

・ドイツの戦略爆撃への関心の薄さ：その後のバルバロッサ作戦の影 

 →1940年9月中旬以降：上陸作戦中止による空軍の運用変化：チャーチル政権の降伏への期待 

 

表 2.1: ドイツ対英作戦行動に関する統計 （1940 年 8 月－1941 年６月） 

 

→爆弾性能、パイロットの作戦達成の困難さ（都市中枢への爆撃）、イギリスの防空網・偽装・対空砲

の充実 

→ドイツ空軍は消耗戦へ→「報復」は内陸都市やロンドンへと拘泥、同時に港湾都市への爆撃に 

→バルバロッサ作戦により、空軍も東部戦線へ… 

 

表 2.3: ブリテン諸島への主要夜間空爆と投下爆弾重量（トン数） 

1940 年 8 月 12 日から 46 年 6 月 26 日まで 

・イギリス爆撃の限定性→経済的影響の低さと回復 

 

●「爆撃機パイロットの職業学校」：1941年から45年，ドイツによる空爆 

・1944年6月～：弾道ミサイル（V兵器）の投入 

・1945年2月～：レーダー妨害兵器の利用→イギリスは常にドイツを過大評価し、警戒し続ける。 

・ドイツ＝戦略爆撃の真の限界 

・攻撃兵器＝目的達成には不十分、航続距離の限定性、爆弾搭載量の少なさ、妨害に著しく

脆弱な航法システム 

・作戦＝多数の目標に分散 

 

第３章 空爆に耐え忍ぶ？英国社会と大空襲
ブ リ ッ ツ

 

・イギリス：空爆の反応＝複数の歴史的な現実（冷静・不屈、高位の者への不満） 

・「われわれは耐えぬく」スローガン→多様な反応 

 

●新たな前線の構築：1939年から1940年 

・イギリス＝1939年から1940年の時期まで→防空準備→しかし1940年以降に実効があったかは不明 

・民間人は「軍人」ではない→防空参加体制の困難 

・中央と地方との連携体制の困難さ 

・防空壕の設置→地域によりバラツキあり 

・役人と労働者間の対立 

 

●救護と防空壕 

・空爆の始まり→防空警報と睡眠不足、戦災観光 

・「大空爆（ブリッツ）」中（1940年9月から1941年5月）※ドイツ語からの誤用が広まった語 

→避難、転居、疎開→被害を最小限に抑える努力 
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・一時的避難への問題視→生産力の低下 

・劣悪な防空壕→防空壕の不備による死者も→避難への飽き 

・社交ゲーム「無人地帯（Playing No Man’s Land）」爆弾を避け、パーティをはしご 

・1940年9月のロンドン大空爆から対策の本格化 

 

●ダメージ・コントロール 

・空爆による物的被害の抑制政策→工場をいかに操業させるか→住宅問題などの福利厚生なども 

→修理要員の動員 

→空襲時の泥棒被害→略奪の厳罰化 

・住居を去ることへの忌避 

・火災のダメージの大きさ・対策の困難さ→火炎嵐は起きなかった。 

 

●「ハル市の精神的安定」：大空襲における士気 

・1941年10月、空爆の影響を調査する機関の設立→ハル市を対象に調査 

・ハル市では大規模な大衆的ヒステリーや士気低下は認められず 

・「トラウマ的」症状はいくつか見られた→当局は関心を示さず 

・水面下での不満の表出についての評価 

・空爆に対する文化的な反応→小説、演劇、絵画など 

・国家と連関した自治体の役割→資金の投下、食糧や役割をあてがう→食糧備蓄は増加 

 

●再び耐える：1941年から45年の空爆 

・ブリッツ後の社会→空爆停止への確信のなさ→防空体制を強化する状況が続く 

・1944 年の爆撃・ミサイル→再び防空の要求が高まる→消火体制の強化によりダメージを減らす 

・ドイツの空爆の評価：深刻な社会的・政治的危機に陥る可能性 

＝戦争中の二か月、一九四〇年九月と一九四一年五月だけ 

・敗戦国ドイツと日本→「士気」評価＝空爆と他の多くの要因が民衆の心理に与えた影響の区別困難さ 

・空爆の影響＝特定の時間、一定地域に限定 


